
別紙様式３

青い森環境未来都市プロジェクト～暮らしと環境と産業が調和した低炭素都市

※別紙様式３は、可能な範囲内でご提案願います。

※本欄には１０００文字以内の要約を記載願います。詳細資料は参考資料(様式自由）として添付してください。

実施体制及び国内外のネットワーク

①　実施体制（構成主体と役割分担）
本地区において取り組むこととしている環境未来都市は、低炭素技術やまちづくりにおいて先進的な技術やノウハウを持つ民間企業、新エネルギーに関する実証研究を行い生活の向上に向けた成果を出す大学、これらの主体と住民との間で調整を図りながら必要な支援を行
い、環境未来都市における取り組みを新事業の創出、産業の高度化や雇用の拡大につなげるほか、県内外へ成果を波及させ都市環境の改善を図っていく行政機関が密接に連携を図りながらチームを組んで取り組みを進めていくこととしている。そして、チームとして、この成
果を課題解決型都市モデルとして確立させながら世界に発信し、「まちづくりモデル」として輸出を推進することにより、日本産業の活性化や、地球規模での環境問題の解決に貢献することを目指している。

提案主体名 青森県、青森市
提案プロジェクト名

※本欄には１０００文字以内の要約を記載願います。詳細資料は参考資料(様式自由）として添付してください。

国内外で先進的な取り組みを進めている自治体等と連携を深め、相互に情報を共有しながら環境に配慮したまちづくりを進めていくことは、技術の一層の革新や交流の促進、新エネルギーやまちづくりに関連する産業の事業化の促進など、相乗効果が非常に大きいものとな
り、積極的に推進していくべきものであり、既に本県では、環境型都市づくりやスマートグリッドの取り組み等を進めている中国の深セン市や大連市、韓国の済州島等、国外の都市との交流も深めている。交流促進へ向けた一つの方法として、前東京大学総長で青い森セントラ
ルパーク低炭素型モデルタウンプロジェクト特別顧問の小宮山宏氏が主宰し、国内外の多数の都市とするプラチナ構想ネットワークにおいて、本地区における取り組みを積極的にＰＲし、情報交換を推進してネットワークを強化していくことを考えている。

本プロジェクトでは、民間企業、大学、行政機関が連携を密にしながら、住民とともに環境未来都市実現へ向けて強力に取り組んでいくこととしている。その中でも、民間企業は、低炭素型技術やまちづくりにおける先進的な技術やノウハウを最大限発揮しながら取り組みを進め
ることとしている。大学は、本地区をフィールドとして住民を対象に新エネルギーシステムに関する実証実験を実施し、その成果を住民生活の向上にフィードバックさせていくこととしているほか、大学の有する情報発信能力を最大限活用し、広くＰＲしていくこととしている。行政機
関は、民間企業や大学と調整を図りながら実証研究を推進し、この成果を新エネルギーシステムに関する新事業の創出、産業の高度化や雇用の拡大につなげることとしている。更に、県内外の都市に成果を波及させ、都市環境の改善につなげる。そして、チームとして、この成
果を課題解決型都市モデルとして確立させながら世界に発信し、「まちづくりモデル」として輸出を推進することにより、日本産業の活性化や、地球規模での環境問題の解決に貢献することを目指している。

③　国内外のネットワーク（国内外のベストプラクティスの相互交流のための具体的な方法論）
国内外で先進的な取り組みを進めている自治体等と連携を深め、相互に情報を共有しながら環境に配慮したまちづくりを進めていくことは、技術の一層の革新や交流の促進、新エネルギーやまちづくりに関連する産業の事業化の促進など、相乗効果が非常に大きいものとな
り、積極的に推進していくべきものであり、既に本県では、環境型都市づくりやスマートグリッドの取り組み等を進めている中国の深セン市や大連市、韓国の済州島等、国外の都市との交流も深めている。交流促進へ向けた一つの方法として、前東京大学総長で青い森セントラ
ルパーク低炭素型モデルタウンプロジェクト特別顧問の小宮山宏氏が主宰し、国内外の多数の都市とするプラチナ構想ネットワークにおいて、本地区における取り組みを積極的にＰＲし、情報交換を推進してネットワークを強化していくことを考えている。

④　国内外のネットワーク（国内外の都市・地域との連携を強化するための具体的な方法論）

②　実施体制（プロジェクトマネジメントのための具体的な方法論） ※本欄には１０００文字以内の要約を記載願います。詳細資料は参考資料(様式自由）として添付してください。

※本欄には１０００文字以内の要約を記載願います。詳細資料は参考資料(様式自由）として添付してください。


